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｢イノベーション25｣の検討イメージ
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イノベーション25の目指すところ

科学技術イノベーションを中心にすえ、 ｢2025年の日
本の姿｣をイメージし、ルートマップを提案

日本学術会議は、2050年を目途に｢日本の計画 Japan 

Perspective｣、｢日本の科学技術政策の要諦｣を発表

イノベーション: ｢新しい価値の創造｣、破壊的創造も許容

エコシステム: 科学や知識の創造を、出口(社会の利益や
成長、あるいは福祉、生活者の視点)に持っていく場

オープン、ユニバーサル、精神的なイノベーション

挑戦する人をエンカレッジする社会、死の谷のリスク
を支援する仕組み、国家ビジョンに基づく政策、･････
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２．「創造と成長」への課題
①イノベーションによる生産性向上

－最先端産業の強化のみならず、製造業、サービス業、中小企業、農林水産業など、裾
野の広い従来型の企業や産業においても、情報通信技術等のイノベーションによって
生産性を高めていくための具体的施策が求められているのではないか。
（「創造と成長」に向けて：平成１８年１０月１３日、第２２回経済財政諮問会議有識者議員提出資料）

（活力に満ちたオープンな経済社会の構築）
（略）イノベーションの力とオープンな姿勢により、日本経済に新たな活力を取り入れます。
成長に貢献するイノベーションの創造に向け、医学、工学、情報技術などの分野ごとに、
２０２５年までを視野に入れた、長期の戦略指針「イノベーション２５」を取りまとめ、実行
します。自宅での仕事を可能にするテレワーク人口の倍増を目指すなど、世界最高水準
の高速インターネット基盤を戦略的にフル活用し、生産性を大幅に向上させます。

（平成１８年９月２９日 第１６５回国会安倍内閣総理大臣所信表明演説）

安倍政権におけるイノベーション戦略の位置づけ安倍政権におけるイノベーション戦略の位置づけ

安倍総理の所信表明演説より

経済財政諮問会議資料より



3

2005/11/9平成18年度第3回JACICセミナー

5

歳出総額、税収及び政府建設投資の推移
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建設生産システム改革の必要性

全産業
製造業
建設業
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｢建設生産システム｣の視点の相違

建設生産システム→生産財を効率的に活用する技術･手法
(生産技術)の下で、建設現場に投入さ

れる機･労･材の関係性の総体

建設生産システム → 発注者・設計者・施工者の各主体が建設生産物を
供給するプロセス及び各主体相互の関係性の総体発注者の視点

現場の視点
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現場発の生産システム

建設物
(製品)

材料･資材
(資材メーカ)

労働力
(人)

設計(製品の技術)
(建設会社、コンサルタント)

エンジニアリング
生産技術

(建設会社)

建設機械(生産設備)
(建設機械メーカ、リース会社)

現場
(生産場所)

設計･施工･維持管理の融合＝コンカレントエンジニアリング
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品質は工程で作り込む
就業者の品質意識

参加と相互啓発

建設生産における品質確保と新技術

構造物の品質

構成要素(工種)の品質

材料等の品質

作業の品質 作業の記録

材料等の品質証明

品質証明員の確認

出来形･品質検査

IT技術
(情報化施工)

施工環境改善事例集
(TQM･QCサークル活動)

IT技術
(ICタグ)

IT技術
(可視化等)

IT技術

構成要素品質の定量化

新技術＝
生産性と品質
を高める技術

専門工事業の
技能･技術

従来の新技術
は長大橋、長大
トンネルなどの
開拓技術
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施工現場の情報化と監督･検査の合理化

施工現場
設計

電子納品

資機材の供給

施工情報交換

標準化: ISO/TC127標準化 標準化

ICタグ

電 子 納 品 に よ る
監督･検査システム

サプライチェーン

連 続 記 録
自 動 照 査

電子野帳
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建設分野で発生する情報

計画、設計段階: 文書
(XML)、図面(SXF)等
施工段階: 写真、測量･
計測、建設機械、電子
野帳等

維持･管理段階: 測量･
計測、電子野帳、写真、
運用等

これらに関連する外部
情報

施設要素ごとに、時間
軸、関係者間の共有

施設要素ごとの情報を、
施設単位で時間軸、関
係者間の共有

地域において、時間軸、
関係者間の共有が必要

多種多様な場面で、時
間軸、関係者間の共有
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情報の共有化が新たな仕組み(イノ
ベーション)を創出

データレコードの構造がデータベースごとに設計され、構築さ
れていた時代

データ要素への分解や、データベース相互の情報共有が困難

データレコードの構造が統一的書式(XMLやHTMLなど)で構

成されている時代
データ要素が個別に認識でき、データレコードとして基本的な関連が
固定

データ要素への分解や、データベース相互の情報共有が可能で、デー
タベースのコンパティビィティを確保可能

共有のための共通の仕組みづくりが建設生産におけるイノ
ベーションを約束
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建設イノベーションを支える標準化

｢知｣の共有

発明、発見、技術、経験を基礎とした｢知｣の社会

コンピュータ→インターネット→？？？

提供する側と利用する側、技術の入口と出口を繋ぐもの

技術は使うことで成長
新技術を使う情報基盤としてのNETIS(これだけ?)

オープンな情報基盤の形成
データベース(｢知｣の集合体)のグローバル化(垣根を破壊
する標準化)のためのメタデータ、レジストリ、レポジト

リ、･･････
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秩序形態の変化

ヒエラルキー

分散処理

リゾーム

Web 1.0

Web 2.0

共有と双方向性の拡大


